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問　
災
害
時
、
避
難
所
で
避
難

問　
終
戦
80
周
年
と
な
る
令
和

７
年
度
に
お
い
て
は
、
周
年
事

業
と
し
て
、
核
兵
器
の
な
い
平

和
な
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
に
、
本
市
と
同
様
に

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
の
市
長
と

意
見
交
換
を
行
い
、
自
治
体
間

連
携
を
図
る
会
合
の
開
催
を
予

　６月定例会では、８つの会派が代表質問を行いました。代表質問を行った会派の発言順及び発言時間

（答弁含む）は次のとおりです。

　公明党（166 分）、創生市川・自民党第１（132 分）、未来市川（98 分）、日本共産党（81 分）、新しい

流れ（98 分）、市民クラブ（81 分）、地域政党チームいちかわ（81 分）、創生市川・自民党第 2（98 分）

※�２次元コードから代表質問の動画を YouTube にてご覧いただけます。ご覧いただけない場合は、恐れ

入りますが議会事務局議事課までお問い合わせください（０４７－７１２－８６７３）。

問　
令
和
６
年
度
に
、
不
登
校

等
の
児
童
の
居
場
所
と
な
る
校

内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
モ
デ

ル
事
業
を
市
内
小
学
校
６
校
で

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
成
果
が
見

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
７
年
５
月

に
は
、
全
市
立
学
校
に
開
室
し

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
各
校
に

は
み
ら
い
サ
ポ
ー
タ
ー
が
配
置

さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
採
用

及
び
配
置
等
の
現
状
を
問
う
。

答　
各
校
に
配
置
さ
れ
る
み
ら

い
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
教
育
委
員

会
が
応
募
者
と
面
接
を
行
っ
た

問　
令
和
７
年
に
全
国
国
府
サ

ミ
ッ
ト
が
本
市
で
開
催
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
が
、
本
サ
ミ
ッ
ト

上
で
採
用
し
、
採
用
人
数
は
約

１
６
０
人
で
あ
る
。
ま
た
、
７

年
４
月
現
在
、
小
学
校
、
義
務

教
育
学
校
前
期
課
程
に
１
校
当

た
り
３
人
、
中
学
校
や
義
務
教

育
学
校
後
期
課
程
、
特
別
支
援

学
校
に
１
人
が
配
置
さ
れ
、
１

日
６
時
間
、
週
３
日
程
度
の
勤

務
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

配
置
状
況
の
中
、
教
育
委
員
会

が
各
校
を
訪
問
し
た
と
こ
ろ
、

児
童
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
習

に
取
り
組
む
様
子
が
確
認
で
き
、

保
護
者
等
か
ら
は
「
安
心
し
て

過
ご
せ
る
場
に
な
っ
て
い
る
」

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

の
成
果
を
市
政
に
ど
の
よ
う
に

生
か
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

本
サ
ミ
ッ
ト
を
き
っ
か
け
に
、

多
く
の
重
要
文
化
財
等
を
も
つ

本
市
で
も
、
日
本
遺
産
の
認
定

を
目
指
す
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　
本
サ
ミ
ッ
ト
を
通
し
て
、

国
府
の
歴
史
的
価
値
を
広
く
市

民
に
知
っ
て
も
ら
う
と
共
に
、

本
サ
ミ
ッ
ト
で
紹
介
さ
れ
る
他

市
の
事
例
等
を
参
考
に
、
今
後

の
本
市
の
取
り
組
み
及
び
周
知

活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と

を
考
え
て
い
る
。
日
本
遺
産
の

認
定
を
受
け
る
に
は
、
単
な
る

文
化
財
の
羅
列
で
は
な
く
、
文

化
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
が

必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
申
請
に

は
、
歴
史
文
化
基
本
構
想
や
文

化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
等
の

策
定
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
日
本
遺
産
を
目
指

す
場
合
、
ま
ず
は
、
計
画
の
策

問　
令
和
７
年
２
月
定
例
会
に

お
い
て
「
子
ど
も
達
が
受
け
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に

係
る
助
成
制
度
の
確
立
を
求
め

る
決
議
に
つ
い
て
」
が
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
た
が
、
そ
の
後

の
検
討
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
助
成
を
恒
久

化
し
、
毎
年
当
初
予
算
に
組
み

入
れ
る
こ
と
が
妥
当
と
考
え
る

が
、
本
市
の
認
識
を
問
う
。

答　
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
感
染
割
合
に
つ
い
て
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
県
で
は
、
２
０

２
４
年
・
２
０
２
５
年
シ
ー
ズ

ン
に
お
い
て
、
14
歳
以
下
の
子

ど
も
の
約
50
％
が
感
染
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
国
に

よ
れ
ば
、
乳
幼
児
に
対
す
る
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
有

効
性
に
つ
い
て
は
、
約
20
％
か

ら
60
％
の
発
病
防
止
効
果
が
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
の
予
防

接
種
は
10
月
か
ら
の
接
種
が
推

奨
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令

和
７
年
９
月
に
予
算
化
が
で
き

る
よ
う
準
備
・
検
討
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
８
年
度
以
降
の

費
用
助
成
に
つ
い
て
は
、
市
議

会
の
議
決
を
重
く
受
け
止
め
る

と
共
に
、
安
全
性
を
含
め
、
引

き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
く
。

定
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

校内教育支援センターとして利用される室内の様子

創
生
市
川
・
自
民
党
第
１

稲
葉
　
健
二

つ
か
こ
し
た
か
の
り

石
原
た
か
ゆ
き

石〔
総
括
質
問
者
〕

原
み
さ
子

小
泉
　
文
人

加
藤
　
武
央

岩〔
補
足
質
問
者
〕

井
　
清
郎

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予

防

接

種

全
国
国
府

サ
ミ
ッ
ト

校
内
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー

公

明

党

西
村
　
　
敦

小
山
田
な
お
と

川〔
総
括
質
問
者
〕

畑
い
つ
こ

浅
野
　
さ
ち

久
保
川
隆
志

中〔
補
足
質
問
者
〕

村
よ
し
お

宮
本
　
　
均

大
場
　
　
諭

て
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

考
え
る
が
、
本
市
の
こ
ど
も
館

で
は
、
搾
乳
マ
ー
ク
の
掲
示
は

さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
現

在
、
第
１
庁
舎
、
第
２
庁
舎
及

び
行
徳
支
所
で
は
搾
乳
マ
ー
ク

の
掲
示
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、

今
後
掲
示
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
現
在
、
こ
ど
も
館
の
授
乳

室
や
授
乳
コ
ー
ナ
ー
に
は
搾
乳

マ
ー
ク
が
掲
示
さ
れ
て
い
な
い

定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
首
長
同
士
の
連
携

を
図
る
取
り
組
み
に
は
敬
意
を

表
す
る
が
、
当
該
会
合
の
具
体

的
な
日
程
及
び
内
容
を
問
う
。

答　
当
該
会
合
は
、
７
年
11
月

12
日
に
文
化
会
館
で
開
催
す
る

予
定
で
あ
る
。
そ
の
内
容
と
し

て
は
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受

賞
し
た
日
本
原
水
爆
被
爆
者
団

体
協
議
会
の
代
表
委
員
に
よ
る

講
演
を
計
画
し
て
い
る
ほ
か
、

核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
の

実
現
を
目
指
す
こ
と
を
改
め
て

確
認
す
る
場
と
し
て
、
核
兵
器

廃
絶
平
和
都
市
宣
言
を
行
っ
て

い
る
、
関
東
近
辺
に
あ
る
34
の

自
治
体
の
市
長
等
に
呼
び
掛
け
、

参
加
し
た
市
長
等
と
の
意
見
交

換
を
行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

状
況
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

搾
乳
マ
ー
ク
が
掲
示
さ
れ
る
こ

と
で
、
利
用
者
が
よ
り
安
心
し

て
授
乳
室
等
を
活
用
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、

今
後
、
対
応
可
能
な
施
設
か
ら
、

掲
示
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

第
１
庁
舎
、
第
２
庁
舎
等
に
つ

い
て
は
、
関
係
部
署
と
情
報
共

有
を
図
り
な
が
ら
、
搾
乳
マ
ー

ク
の
掲
示
を
進
め
て
い
く
。

問　
令
和
７
年
５
月
、
本
市
は

第
６
回
脱
炭
素
先
行
地
域
に
選

定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
２
０

３
０
年
度
ま
で
に
、
提
案
し
た

地
域
特
性
等
に
応
じ
た
先
行
モ

デ
ル
を
確
立
し
、
実
行
す
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
。
提
案
内
容

は
、
妙
典
土
地
区
画
整
理
事
業

区
域
等
に
お
い
て
、
子
育
て
世

帯
の
定
住
促
進
を
地
域
課
題
と

し
、
脱
炭
素
と
の
同
時
解
決
を

図
る
も
の
と
の
こ
と
だ
が
、
同

年
度
に
向
け
、
市
は
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　
国
の
掲
げ
る
「
地
域
脱
炭

素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
よ
る
と
、

意
欲
と
実
現
可
能
性
の
高
い
地

域
か
ら
全
国
に
脱
炭
素
を
広
げ

る
「
実
行
の
脱
炭
素
ド
ミ
ノ
」

を
各
地
で
起
こ
す
こ
と
で
、
脱

炭
素
の
達
成
を
目
指
す
と
さ
れ

て
い
る
。
本
市
で
は
、
全
国
的

に
難
し
い
と
さ
れ
る
既
存
賃
貸

集
合
住
宅
の
断
熱
化
の
推
進
を

切
り
口
と
し
た
先
行
モ
デ
ル
を
、

２
０
３
０
年
度
ま
で
に
、
脱
炭

素
先
行
地
域
に
お
い
て
確
立
し
、

脱
炭
素
ド
ミ
ノ
の
ス
タ
ー
ト
の

一
つ
と
し
て
、
市
の
内
外
に
広

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

生
活
を
送
る
市
民
に
と
っ
て
、

安
心
し
て
使
え
る
ト
イ
レ
の
整

備
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
本
市
で
は
、
国
の
交
付

金
を
活
用
し
、
ト
イ
レ
カ
ー
を

３
台
導
入
す
る
予
定
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
車
の
大
き
さ
や
種

類
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
想
定

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
、

台
数
を
増
や
す
考
え
は
あ
る
か
。

答　
ト
イ
レ
カ
ー
の
大
き
さ
や

種
類
と
し
て
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク

を
ベ
ー
ス
に
、
車
両
と
ト
イ
レ

が
一
体
化
し
た
自
走
式
の
も
の

で
、
狭

き
ょ
う
あ
い

隘
な
道
路
で
も
通
行
し

や
す
く
、
普
通
免
許
で
の
運
転

が
可
能
な
軽
自
動
車
を
想
定
し

て
い
る
。
導
入
予
定
の
３
台
の

う
ち
、
２
台
は
洋
式
便
座
を
２

基
備
え
た
も
の
、
１
台
は
オ
ス

ト
メ
イ
ト
対
応
便
器
や
お
む
つ

交
換
台
等
を
備
え
た
多
機
能
型

の
も
の
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

今
後
の
台
数
に
つ
い
て
は
、
市

が
所
有
す
る
ト
イ
レ
カ
ー
を
増

や
す
の
で
は
な
く
、
ト
イ
レ
カ

ー
を
所
有
し
て
い
る
自
治
体
と

の
連
携
を
推
進
し
、
迅
速
か
つ

確
実
な
受
援
体
制
を
構
築
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
搾
乳
を
目
的
と
し
て
、
乳

児
を
連
れ
ず
に
一
人
で
授
乳
室

を
利
用
す
る
際
に
、
人
の
目
が

気
に
な
る
と
の
声
を
聞
く
。
そ

こ
で
、
授
乳
室
に
搾
乳
マ
ー
ク

を
掲
示
す
る
こ
と
で
、
搾
乳
を

目
的
と
し
た
利
用
者
が
安
心
し

搾
乳
マ
ー
ク

ト
イ
レ
カ
ー

脱

炭

素

先
行
地
域

平
和
行
政

脱炭素先行地域選定証


